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 社会資本管理において有効であると考えられる情報を一元的に集約・管理し，共有を行うための空間情

報連携共通プラットフォームの検討及び構築を行った．空間情報連携共通プラットフォームは，各種情報

を外部システムとの連携により収集・管理し，GISを用いて地図や一覧で一元的・複合的な参照及び情報

共有を行うシステムである． 
 日常利用，防災・災害時利用など様々な場面を想定し，システムに備えるべき機能，電子地図，GISに
ついての検討および選定を行うとともに，取り扱う情報や，情報を保有する外部システムの詳細について

調査，検討を行った上で設計，構築を行った．また，外部システムからのデータ収集・交換に用いるため

の統一的なフォーマットについて検討を行い，情報共有の基盤，システム構築における基盤として利用す

ることにより，効率的な社会資本管理を目指したものである． 
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1.  はじめに 
 
日本における社会資本は，高度経済成長期に建設され

たものが多いため，近年その老朽化が著しい．そのため，

これらに対する維持管理，更新の需要が大幅に増加して

おり，更新費用の軽減や適切な維持管理を行うための技

術開発が望まれている1) ． 
 社会資本とは道路，河川，ダム等々，多種多様であり，

またライフサイクルの中で時々刻々と変化することから，

それらを維持管理するための情報も多種多様で膨大なも

のとなっている．そのため，社会資本管理に関する情報

の整備においてはICTの活用が不可欠であり，多くの情

報システムにより管理・運用が図られている． 
しかしながら，管理機関，管理形態，および管理業務

の内容等の違いから，システム開発，管理が個別に行わ

れており，様々な情報が様々な場所に分散しているのが

現状である． 
 以上のような背景から，国土交通省では社会資本管理

の効率化を目的として，平成17年度から平成19年度の3
カ年に亘り総合技術開発プロジェクト「社会資本の管理

技術の開発」が実施された． 
本プロジェクトでは，社会資本に関する情報を統一的

な考え方により集約，参照，管理するための基盤として，

「空間情報連携共通プラットフォーム（以下，空間情報

連携共通PF と称す）」の構築を行った． 
筆者らは，空間情報連携共通PFの要件検討，設計，

構築を行う請負業者として，本プロジェクトに携わった． 
 本稿では，空間情報連携共通PFの設計，構築につい

て建設コンサルタントの観点から述べるとともに，地理

空間情報に関する様々な取り組みや今後の展望，また空

間情報連携共通PFの有効性に関する今後の展開につい

て述べる． 
 
2.  空間情報連携共通PF構築までの実践内容 

 
空間情報連携共通PF構築の目的は前述の通りである

が，筆者らは社会資本管理に係わる情報システムには以

下のような側面があると考えている． 
� 近年，社会資本に対するニーズの多様化・高度化

が著しく，社会資本管理の現場ではICTの支援が

必須の状況にあり，業務を支援するための情報シ

ステムの導入が進められた． 
� システムを提案・提供する側の企業は，企業間の

競争激化を受け，既存システムの活用やシステム

間の連携よりも，独自化を優先する面があり，シ

ステムの乱立や分散化の一要因となった． 
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� 現場管理者は分散したシステムを実務で利用せざ

るを得ない状況があるとと共に，費用面でもその

運用や維持に苦慮し，システムの統合や連携まで

至らない等，負のスパイラルが発生している． 
 
この負のスパイラルから脱却するために今必要なのは

万能なシステムではなく，既存システム同士を結びつけ

る基本となるプラットフォームであり，筆者らはそのこ

とを念頭において業務に望んだ． 
以下に，空間情報連携共通PFの構築に向けての実践

内容を述べる． 
 

(1)   社会資本管理に関するシステムの現状把握 
空間情報連携共通PFは既存資産を如何にして有効活

用するか，また連携・共有を図ることができるかが重要

であった．そのためには，まず第一に利用可能な既存シ

ステムを出来る限り網羅的かつ詳細に調査する必要があ

った． 
社会資本管理に関するシステムの多くは，国土交通省，

地方公共団体等，各々個別に管理されており，総括的な

管理が成されていないのが現状である． 
そこで，限られた工期の中でシステム調査を効率的に

進めるため，システム調査は「基本調査」と「詳細調

査」の２段階で実施し，特に有益性の高い既存システム

の内容把握に注力する方法をとった． 
具体的には表－１に示す調査を行い，特に基本調査結

果は内容にバラツキが見られたため，過去の調査資料等

の筆者らが有する情報から，各システムの内容を出来る

限り補完し，空間情報連携共通PFの検討・設計におけ

る基礎資料として取りまとめを行った． 
これらの調査より，社会資本管理用システムにおいて

は，①個別の管理主体で管理されている，②連携インタ

ーフェースがバラバラである，③情報の更新間隔は様々

である等の現状が明らかになり，空間情報連携共通PF
の必要性を再認識した． 
 
(2)   地図基盤の選定 
空間情報連携共通PFでは，情報の集約・参照・管理

の基盤として位置情報を重要なキーと捉えていた． 
 実際に社会資本に関しては，例えば橋梁やトンネル

等の構造物を考えてみると，キロポストや経緯度等，何

らかの位置情報と合わせて管理されている． 
位置情報を持つ情報は，昨今では「地理空間情報」と

称され，「地理空間情報活用推進基本法」の策定もあり，

昨今ではその利用や管理に係わる様々な取り組みが実施

されている2) ． 

 

表－１ システム調査の考え方 

調査

方法
調査の概要 

① 

基本

調査

国土交通省内の機関にて保有するシステムにつ

いて，以下のような項目を整理 

・管理主体区分 

・形式（システムの形態） 

・大分類（技術系，事務系 等の分類） 

・中分類（調査・計画，施工，維持管理 等用

途の分類） 

・システム名称 

・システムの概要 

・システム管理者 

⇒１４０システムを整理 

② 

詳細

調査

対象

の分

類，

選定

基本調査で抽出したシステムから，社会資本管

理において有益であるもの（空間情報連携共通

PF にて連携が有益と考えられるもの）を以下

のような考え方に基づき選定 

・適用場面による分類 

・重要度による分類 

・目的による分類 

分類，取り扱い情報の多さ等を加味し，選定 

③ 

詳細

調査

基本調査，整理において，社会資本管理に有益

であると考えられるシステムに対し，全国的に

普及している，または普及する可能性のあるシ

ステムについて，以下のような項目を整理 

・システムが保有する情報 

・当該システムが規定する外部接続用の連携イ

ンターフェースの種類，周期 

・システムが保有する情報の更新間隔 

⇒５システムを整理 

 
しかしながら，そのような取り組みは各行政機関，民

間が個々の目的で行っており相互利用や共有化が図られ

るケースは未だ少ないのが実態であった． 
地理空間情報を取り巻く現状について，筆者らは以下

のように分析した（図－１）． 
 
� 地理空間情報を活用するための地理情報システム

（以下，GISと称す）は以前からその有効性は謳

われてきたが，導入費用・地図整備費用の負担や

地図データ間の不整合等が課題となり，社会資本

に係わる情報の連携や共有まで展開が進まない． 
 
� 費用負担を軽減する方策が望まれ，市販GISの低

価格化やフリーソフトウェアの普及が進みつつも，

地図整備や更新に要する費用負担はなかなか軽減

されず，結果的にシステムの孤立化が進んだ． 
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図－１ 地理空間情報を取り巻く現状 

 
この状況を改善するため，空間情報連携共通PFには

費用負担の少ない地図基盤が必要である． 
そこで，筆者らは利用可能な地図基盤について，従来

からあるGISを始め，近年急速に普及が進んでいる

GoogleMaps，Yahoo!地図等の民間サービス等も含めた調

査を実施した． 

調査の結果，以下に示す理由から，国土地理院が提唱

する「電子国土Webシステム3)（以下，電子国土 と称

す）」を選定した． 
 

� 国土地理院が地図データ，仕様等をインターネッ

トにより無償提供しており，無料で利用できる

（図－２）． 
� 国土地理院により地図データの更新が随時行われ

るため，地図データの更新作業を行う必要がなく，

常に最新の地図を利用可能である（図－３）． 
 

 

図－２ 電子国土ポータル3） 

 

図－３ 電子国土の仕組み（出典：電子国土ポータル3）） 
 

(3)   空間情報連携共通PFの基本機能の定義 
空間情報連携共通PFに備えるべき機能は，個別用途

に偏ることなく，一方でどのような情報システムにおい

ても基本となる要件を網羅していることが重要と考えた． 
情報システムの構築に際しては，利用ユーザへのヒア

リング調査，アンケート調査等によりニーズを把握した

上で，機能要件の定義を行う流れが一般的であり，機能

設計を実施する上では欠かせない過程である． 
だが一方で，社会資本管理の現場は多方面に亘ること

から網羅的なニーズ把握には限界があり，主要な機関や

利用者を選定して行わざるを得ないのが現状である． 
空間情報連携共通PFには共通的かつ基本的な機能が

求められることから，ここでの課題は一部の利用者の経

験やニーズに偏らず，如何にして使い勝手のよい機能を

定義することにあると考えた． 
そこで，空間情報連携共通PFの機能定義については，

基本機能を網羅することに注力する考えから以下の２つ

の方法で，基本機能の抽出を行った． 
 
� ニーズ調査・・社会資本管理の現場における空間

情報連携共通PFに対するニーズの調査・整理 
� 基本操作分析・・社会資本管理に係る業務を行う

中で，情報に関する“見る”，“調べる”，“伝

える”等の基本行動を分析し，その基本行動にお

いて行う情報システムの操作の方法等を整理 
 
これらの整理結果を踏まえ，空間情報連携共通PFの

基本機能については，その役割，必要な情報について以

下のような観点から検討を行い，定義した． 
� だれが，どのように使うものか 
� どのような情報を扱うべきか 
� 利用者は情報をどのように見たいか 
その結果，空間情報連携共通PFの基本機能を以下の

ように定義した． 
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� 全体の状況を概観できる 
� 危機的状況をもれなく，即座に把握できる 
� 個々に管理している情報を横断的に収集できる 
� いろいろな場所で見ることができる 

  
 (4)  空間情報連携共通PFの システム構成の検討 
空間情報連携共通PFが様々な用途で活用できるもの

とするためには，導入に要するコストを軽減し，その敷

居を低くすることが重要となる．また，機能の拡張性や

透明性を確保することも重要である． 
そこで，空間情報連携共通PFはオープンなシステム

構成とすることを優先し，利用するソフトウェアの選定

等の検討を行った． 
 特に，コスト面での優位性を重視し，オープンソース

ソフトウェアの積極的利用を前提に，空間情報連携PF
の基本機能の実現可能性を調査した． 
検討の結果，空間情報連携共通PFの構築においては，

表－２に示すように，WEBサーバソフト等にオープン

ソースソフトウェアを活用し，今後の拡張性ならびに導

入コストの軽減に配慮した． 
また，空間情報連携共通PFはGISを用いた基本的な機

能を有したシステムとしていることを踏まえ，将来的に

システム構築時の基盤ソフトウェアとして活用できるよ

う，GPL（GNU General Public License）による公開を視野

に入れ，選定を行っている． 
これらにより，システム利用時の改変や，簡易な改良

等を，行い易いような構成としている． 
 

表－２ ソフトウェア構成（サーバ） 
種類 名称 

OS Windows Server 2003 

WEBサーバ Apache 

データベース MySQL + Senna 

アプリケーシ

ョン実行環境 

PHP JavaScript 

Visual C++ 

 
ただし，表－３に示す動作環境においては，電子国土

の全ての機能を用いるためには，クライアントにプラグ

インのインストールが必要であることから，OSやWebブ

ラウザに制約を受けていることが課題としてあげられる． 

表－３ 動作環境（クライアント） 
種類 名称 

OS Windowsのみ 

Webブラウザ Internet Explorerのみ 

ライブラリ MSXML 

プラグイン 電子国土Webシステムプラグイン 

 

 

それらを改善するため，国土地理院にてノンプラグイ

ン版電子国土の開発が進められており4)，空間情報連携

共通PFでもそれらを活用することにより，導入，利用に

おいてさらなるオープン化を図ることが可能となる． 

 
(5)   統一フォーマットの検討 
 情報の利用という観点では，情報の有無とその所在を

知り，適切に取り扱うことが必要であり，分散している

情報を統一的に集約するための手法が重要となる5)． 
これまでも，複数のシステムを対象としてデータ連携

を必要とする場合があったが，様々なシステムからデー

タを集約したい場合には，システム毎で大きく異なるデ

ータの管理方法，形式，位置情報に対し，それらの比較

分析や調整に多くの労力を要していた． 
 空間情報連携共通PFは，個別システムに依存せず，

種々の概要情報を扱うものであり，それらメタデータを

管理するための統一フォーマットとして情報の記述形式

やルールを記載する「空間情報連携仕様」6)を検討し，

作成した． 

 図－４は，統一的な手法の概念を表したものである．

空間情報連携共通PFといういわば「入れ物」に，統一フ

ォーマットを使用して「入れ方」を統一することにより，

情報源がバラバラであっても，それらを考慮することな

く，統一的な情報収集が可能となる． 

システムA

空間情報連携共通プラットフォーム

システムB

ユーザ

汎用
I/F

統一したフォーマットに対するインターフェース機能によ
り、システムが異なった場合でも対応でき、今後の改修
範囲も少なくすることができる

統一フォーマット

 

図－４ 情報を統一的に扱うための概念 
 

 仕様検討においては，国際的に流通している仕様等を 
活用することで，一般にも広く参照しやすいよう配慮し

た．Webサイト等でメタデータを管理するために広く用

いられている「RSS2.0」7)を基本的な構造として，地理

空間情報の記述について「GeoRSS-Simple」8)，情報公開

の可否に関する記述について「RFC5023」9)を参考に拡

張し，整理を行った． 
また，通信プロトコルには広く普及しているHTTPの

利用を前提とし，一般的なWeb技術により手軽に利用で
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きるものを目指している． 
これらにより，空間情報連携仕様を広く流通させ，多

くの情報を管理しているシステム，または人間が空間情

報連携仕様に従ってメタデータを記述することにより，

データ連携を容易に，また効率的に行うことが可能とし

ている． 
 

3.  空間情報連携共通PFの試験公開と意見収集 
 
空間情報連携共通PFは，広く一般にも利用されるこ

とを想定しているため，構築したシステムについては道

路管理，河川管理者に限らない一般利用者や社会資本管

理における有識者等から多くの意見を収集し，反映して

いくことが利用性の向上，つまりは「使いやすいシステ

ム」の実現につながると考えた． 
よって，構築したシステムをプロトタイプとしてイン

ターネットによる試験公開を行い，利用に対するアンケ

ートを実施して利用者等からの意見を収集，分析した上

で，対応策の検討，機能改良を実施することにより利用

性の向上につとめた． 
 
(1)   デモサイトによる公開と意見収集 
 システム構築においては，その設計思想や結果を広く

公表することが重要である．よって，国土技術政策総合

研究所にて平成17年度から平成19年度に実施された総合

技術プロジェクト「社会資本の管理技術の開発」におけ

る成果を，社会資本の管理者だけでなく，メーカー，コ

ンサルタント，ゼネコン等で社会資本の管理業務に携わ

っている関係者に対しても幅広く情報を発信し意見収集

を行うために，図－５に示すデモサイトを構築し，イン

ターネット上で空間情報連携共通PFと併せて公開を行

った10)． 
本デモサイトでは，空間情報連携共通PFの利用に対

するアンケートを実施し，動作速度が不安定であること

や，表示する情報に関する意見があげられ，業務の中で

改善のための方策を検討し，改良を実施した． 

 

図－５ 「社会資本の管理技術の開発」デモサイト
10) 

(2)   地理空間情報プラットフォームの公開 
 国土交通省では，平成19年の「地理空間情報活用推進

基本法」の施行とともに地理空間情報の一層の活用を目

指しており，「地理空間情報の活用推進に関する行動計

画」において，「国土交通地理空間情報プラットフォー

ム（以下，地理空間情報PF と称す）」の構築に取り

組むこととしており11)，そのプロトタイプとして空間情

報連携共通PFが利用された． 
先に述べたデモサイトと同様に，図－６に示す総合サ

イトを構築し，インターネット上での公開，アンケート

による意見収集を行った12)． 

 

図－６ 地理空間情報PF総合サイト
12) 

 

利用者からの意見に基づき，表－４に示すような対応

を図った．今後も，このような意見収集から改善を進め

ていくことが重要であると考える． 
表－４ 利用者からの意見とその対応 

意見（課題） 対応 

地図表示まで待ち時間，

重ね合わせ情報の読み込

み，表示時間がかかる． 

初期表示では，地図画像の

みを読み込み，重ね合わせ

情報は表示が選択された際

に読み込む． 

重ね合わせ情報が少な

い． 

各機関との調整により，重

ね合わせ情報の拡充を行っ

た． 

アイコンにはわかりやす

さが求められる． 

アイコンを一新した． 

画面デザインや操作性の

向上が望まれる． 

画面デザイン，ボタンの変

更等を行い，デザインの一

新を図った． 

 
地理空間情報PFでは，表－５に示すような国土交通

省各部署が保有する情報を集約し，平成21年7月29日現

在，336,206件を掲載している．図－７は，地理空間情報

PFに情報を表示した例である．今後も掲載情報の追加

が望まれる． 
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表－５ 掲載情報例 

テーマ 情報名 

自然環境へのとりく

み 

エコエアポート，リサイクルポー

ト，アユの遡上マップ 等 

安心・安全・防災 ダムの諸量，験潮場，アメダス，

電子基準点 等 

ボーリングデータ 各地方整備局のボーリングデータ

国土数値情報 地価公示，公共施設 等 

 

図－７ 地理空間情報PF 画面表示例
12) 

 
4.  空間情報連携共通PFの機能紹介 
 
 空間情報連携共通PFの主な機能の概要や利用による

効果について一部を紹介する． 
機能の詳細や実際の操作性については，先に示した

「社会資本の管理技術の開発」デモサイト10)または地理

空間情報PF総合サイト12) を参照されたい． 
 

 (1)   地図，一覧による情報の参照 
 概要情報を統一的に管理する空間情報連携共通PFにお

いては，地図を用いて情報の俯瞰的な確認を行うことが

主な用途となる．したがって，空間情報連携共通PFでは，

地図および一覧をメイン画面とし，地図と一覧を組み合

わせた情報の参照を可能としている（図－８）． 

 

【特徴】 

・画面左側に地図，画面右側に一覧を表示 

・地図のみ，または一覧のみを画面全面に表示することが

可能 

・画面右側の一覧では，行う操作をタブで切り替え 
図－８ 地図・一覧による情報の参照 

 また，地図上に表示したアイコンからはその詳細情報

をポップアップ表示することができ，外部システムにリ

ンクして，より詳細な情報の確認を可能としている． 
 
(2)   キーワードによる情報の検索 
空間情報連携共通PFは多くの概要情報を集約するも

のであり，概要情報とはいえ元々母数の多いシステムか

ら収集した情報や，全国的に管理されている情報等を鑑

みると，管理する情報は膨大であり，利用者が必要な情

報を容易に検索できることが重要となる． 
空間情報連携共通PFではキーワードを指定して全文

検索を行う「①キーワード検索」，地理的な範囲を指定

して地図と連動した検索を行う「②地図上検索」の２種

の検索を可能としている（図－９，図－１０）． 
 

【特徴】 

・空間情報連携共通PFに登録されている情報から，キーワー

ドが含まれる情報を検索 

（一般的な検索エンジンの利用イメージ） 

・検索結果から該当情報付近の地図，詳細情報へのリンクが

可能 

図－９ キーワード検索 
 

 
【特徴】 

・地図上で円を描画して範囲指定し，指定した範囲に含まれ

る情報を検索して表示 

図－１０ 地図上検索 

地図表示 一覧表示 

地図上で円を描画
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(3)   利用者による情報の登録 
空間情報連携共通PFの利活用において，利用者が自

由に情報を登録していくことは，利用者間の効率的な情

報共有や，既存情報との重ね合わせによる副次的な効果

につながる．したがって，空間情報連携共通PFでは，

利用者が情報を登録するための機能として，画面上で概

要情報を入力する「①登録画面による登録」（図－１

１），空間情報連携仕様に則ったRSSを用いる「②RSS
による登録」の２種の登録を可能としている． 

 
 

【特徴】 
・入力フォームを用いて概要情報を入力 

・地図上で，位置および形状（点，線，面，円）を描画 

図－１１ 登録画面による登録 

 
6.  おわりに 
本稿では，社会資本管理の効率化に資するための「空

間情報連携共通PF」について，基本機能に関する検討，

システムの構築や公開，並びにその有用性に関する意見

収集や検証等の実践内容について述べた．  
空間情報連携共通PFについては，現在も取り組みが

進められている．特に，プロトタイプとして利用された

地理空間情報PFについては，様々なフォーラムが開催13)

され，その位置づけや効果について，多くの議論も行わ

れているため，地理空間情報を集約するプラットフォー

ムとしての役割や効果の拡大が期待できる． 
一方，建設コンサルタントの立場から空間情報連携共

通PFの有用性を考えると，システム構築の基盤として

の利用が期待できる． 
これまでのシステム構築においては，システム化の対

象とする業務内容を分析した上で，基本機能を含めた必

要機能を検討し調整することに多大な労力を要していた． 
地図更新を含め基本機能を備えた空間情報連携共通

PFをシステム構築の基盤として用い，各用途に応じた

カスタマイズにより構築を行うことで，システム構築の

負荷の軽減が期待できる． 

その結果，建設コンサルタントとしては，これまでシ

ステム構築に必要としていた労力や費用を技術提案作業

に移行することが可能となり，様々な提案への注力が顧

客のニーズにあった高品質なサービス提供の実現につな

がる． 
昨今，GoogleMapsやYahoo!地図等，使い易く分かり易

い地図サービスがインターネットを介して無償で利用で

きる．実際，社会資本管理の現場でも，それらの地図サ

ービスの利用ニーズを聞く機会も少なくない． 
しかしながら，無償利用可能なのは地図の閲覧に限ら

れており，現時点では，ここまでに述べた空間情報連携

共通PFの機能を構築するには費用が発生する． 
だが一方で，民間の地図サービス，クラウドコンピュ

ーティング，SaaS等，ICTの進展は未だ続いており，よ

り便利で低コストな技術やサービスの出現も十分に考え

られる． 
公共事業に関して財政的に厳しい状況下においては，

ICTの動向も踏まえ，継続的・永続的に利用できかつ品

質を維持するための方策を常に考え提案・実践への繋げ

ることが筆者ら建設コンサルタントの役割であると考え

る． 
こういった姿勢が，結果的には企業の利益に反映でき

るものと考え，今後も空間情報連携共通PFの有用性に関

するアピールに関わり，社会資本管理の効率化や地理空

間情報の発展に貢献していきたい． 
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CONSTRUCTION OF THE PLATFORM SYSTEM FOR INFRASTRUCTURE 

MANAGEMENT BY GEOSPATIAL INFORMATION 
 
 

Hidekatsu KIKUCHI, Yusuke MASUDA 
 

In the present paper, a platform system utilizing geospatial information has been developed in order to 
uniformely manage and collect information that become efficient role for infrastrucural management.  The 
platform system collects and manages various information in conjunction with external systems, and also 
shares them referring to related maps or lists obtained from GIS.  
Functions  installed  into  the  system,  digital  maps,  and  GIS  data  have  been  evaluated  in  such  the 

conditions on a daily basis as well as at  the outbreak of a disaster  including disaster prevention and  its 
reduction. Besides,  the platform  system has been designed on  the basis of  treated  the  information  and 
details  of  such  the  external  systems.    Additionally,  a  uniformed  format  to  be  utilized  for  data 
collection/exchange transmitted from the external systems have been evaluated. 
 

土木技術者実践論文集 Vol.1,15-22,2010.3

22



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




